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１．研究の背景
　近年、パソコンやスマートフォンなどの普及率
の上昇に伴い、インターネットを利用する児童が
ソーシャルネットワークキングサービス（SNS）
等を通して性に関する情報に触れる機会が増加し
ている。（津田、木村、水野＆喜多、2015；村上、
2018；大澤、青柳、2018：政府広報オンライン、
2019）また、SNSの利用による児童が受ける被害
の大半は、児童買春や児童ポルノなどの性被害で
あるが、殺人や誘拐などの重犯罪に巻き込まれる
ケースもある。また、児童の異性に対する興味関
心を持つ時期が早まり、男女交際をする児童の増
加が懸念されている。しかし、日本政府は平成30
年におけるSNS利用による被害を受けた児童のう
ち約半数しか、学校でSNSの利用に関する指導を
受けていないと報告している（政府広報オンライ
ン、2019）。
　インターネット・SNSに関わる学校教育に関連
する研究の一つとして、大本、吉井、鈴木、奥谷

（2013）らが、小・中・高校教員のインターネット
接続メディアの使用実態、ゲームや情報関連の知
識、また、子どもを取り巻く学校や家庭における
コンピューター、スマートフォン等を通してイン
ターネット接続可能なゲーム、SNSなど消費文化
を扱かった教育実践経験とニーズについての意識

調査を実施している。この調査結果では、小学校
の教員の7割以上が、子どもたちを取り巻くイン
ターネットにかかわる消費文化について、学校に
おける教育実績はないと回答している。また、そ
の必要性を感じながらも実施できていない実情、
及びその理由として ｢自分の専門的知識不足｣ や

「自分の消費文化に対する経験不足」等を報告して
いる。
　小学校で行われる男女交際に関する研究及び教
育実践報告の多くは、性に関する心身の発達や、
性病・避妊などを主体とした「性教育」として扱
われており、その数も限られている。数少ない研
究報告の中で小川（2015）は、同じ小学校に勤務
する16名の教師に対して、小学生の性に関する「健
康教育」についてのアンケート調査を実施してい
る。その結果、調査対象者が実際に行ったことの
ある性教育の内容は「赤ちゃんの誕生の仕組み」

「成長に伴う体の変化」「男女の体の違い」「命の大
切さ」「体の名称」等であった。文部科学省は小学
校での性教育の指導内容として「身体の発育・発
達」「心理的な発達」「男女の人間関係（互いに尊
重・理解しあう）」「社会的な面（家族間の役割理
解、性被害・有害な性情報への対応等）」を提示し
ている（文部科学省、1999）。小川（2015）の調査
に参加した教師は、児童に対して心身の発達など
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に関する学習内容にかたよっており、男女関係の
在り方や、性被害や性情報の対処の仕方などに触
れていない。日本における性にかかわる教育に関
しては、上記小川（2015）の研究報告だけではな
く、基本的に ｢生殖の教育｣ として扱われてきて
いる（村瀬、2003）。しかし、村瀬（2003）は、今
後は、「性教育」の中のふれあいやコミュニケー
ションなどを含むお互いの関係性を築く ｢恋愛に
ついての学習｣ が求められるということを示唆し
ている。
　特に「小学生の男女関係・恋愛」に関わる研究
調査報告は限られている。数少ない研究の一つと
して、大澤、青柳（2018）が、I県内の公立小学
校4校の小学校５・６年生（有効回答数112名：男
子56名、女子56名）と同県内の養護教諭（有効回
答者数15名）を対象とした男女交際に関する調査
研究を実施している。この調査報告では、全体と
しては恋愛に対するイメージは、肯定的であるが
女子の方が男子よりも肯定的なイメージを抱く傾
向がみられた。また、児童及び養護教諭の双方か
ら、児童の性的な行為に関する深刻な問題は報告
されていない。しかし、養護教諭らの意見として
男女交際が原因となり、その他の人間関係に悪影
響を及ぼすケースがみられるため、「異性のかかわ
り方」「付き合う上で気を付けること」「SNS利用
上のトラブル防止」など男女交際に限らず相手を
尊重する気持ちや良好な人間関係を築くためのコ
ミュニケーション能力を養う児童に対する指導や
支援が必要であると示唆している。（大澤、青柳、
2018）。
　大竹、鈴木、綿引（2018）は、著書 ｢小学校家
庭科教育法｣ の中で、児童がSNSを通じた性や男
女関係にかかわるトラブルに巻き込まれる傾向が
増加していること取り上げ、小学校家庭科の「消
費生活と環境」に関する領域において、小学生に
インターネットの利用法、家庭でのルール、サー
ビスの情報を得る方法を学ぶ必要性を指摘してい
る。また、南、中山（2014）は、文献による研究
報告において、小学校家庭科教育の中で「性に関
する内容の中でも他者との関係性に関する内容が
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適している」と述べている。しかし、小学校の学
校現場において、先に述べたような性や男女関係
の在り方を多角的に捉えた上で、SNS等を介した
性被害から身を守るための教育実践・研究報告は
見当たらない。
　インターネットを介したSNSが関係する児童の
性的な問題を含む男女交際の在り方に関する教育
実践がされていない原因は以下に示す要因が考え
られる（小川、2015；Takemura, Kimura, Tsuda, 
2014；大本、吉井、鈴木、奥谷、2013）：
⃝　教師の指導力不足
⃝　教師の性・恋愛に関する専門的知識不足
⃝　インターネットを通したサービスや機能に対

する自分の経験不足
⃝　学習・授業環境が整っていない
⃝　児童・保護者の性・恋愛教育への認識不足

　上記の事柄を踏まえ、インターネットを介し、
SNS等を通じた性被害や男女関係にかかわる諸問
題から児童を守るため、教師自身がそれらに関す
る知識やスキル等を習得する必要があると考えら
れる。理想的には、教師になる前の小学校教師を
目指す大学生自身が、大学の家庭科教育法にかか
わる授業において、男女関係・性に関する正しい
知識及びインターネットの利用法、サービスの情
報の取り扱い方などを学び、児童に適切な指導が
できるための知識やスキルを習得することが望ま
しい。そのためには、大学で小学校教師を目指す
大学生に効率的・効果的に上記学習内容を指導す
ることができる教育教材の開発をはじめとする、
その他の関連する教育環境を整えていくことが求
められる。しかし、日本では上記のような、教師
を目指す大学生のための教育環境は整えられてい
ない。
恋愛教育：米国ではティーネージャーから成人し
たばかりの大人（10代前半から20代半ば）を対象
に し た「 恋 愛 教 育 」（Romantic Relationship 
Education）が多くの研究者、研究機関、及び非営
利団体などによって開発・実践されている。恋愛
教育は、結婚前の10代半ばから20代半ばの若者が
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恋愛関係及び人間関係全般について、お互いに心
身に悪影響を及ぼすような不健全な関係を回避
し、双方が満足し健全な関係性を築くために必要
な知識について多角的に学ぶものである。主な学
習内容はとしては、自己理解・自尊感情の高め方、
適切な恋人の選び方、恋人間に起こった問題の解
決法、コミュニケーションスキル、信頼関係の深
め方、健全・不健全な関係の違い、不健全な関係
の断ち切り方、性的な関係を持つ際の正しい知識
やスキル及びソーシャルメディアに関わる性や男
女関係で生じる問題やその対処法などについての
習得である。恋愛教育は恋人の有無に関係なく全
ての若者を対象とし、米国内の高校や大学などの
教育機関、公的施設などにおいて実施されている

（Ponzetti, Jr., 2016；Pearson, 2018）。
恋愛教育プログラム Love Notes 3.0 (Marline 
Pearson,2018）：以下に示す3つの理論を基盤とし
て開発された、16-24歳の若者を対象とした恋愛教
育プログラム：
①Theory of Reasoned Action / Planned Action: 
若者が恋愛関係、性行動、個人の成長・発達に関
する意思決定をする際に影響する信念や価値観を
提示する。
②Social Learning Theory: 若者が行動を起こす
ために、自信を高め、行動の許容範囲を広げるこ
とを目的とし、若者が行いそうな行動の在り方の
基本的考え方を提示する。
③Youth Development Perspective: 若者が健全
な成長・発達を経験するために必要な実際の資源
やスキルを提供する。
　このプログラムは、若者が実際に恋愛をはじめ
すべての人間関係を構築していく上で、活用でき
る能力を高めるための「自信を構築する方法」及
び「自分自身を知る方法」を伝授する。このプロ
グラムは、米国内において、Dr.Kerpelmanが率い
る研究者らにより、連邦政府による研究資金を基
に、５年間にわたり8000人の高校生を対象に、上
記の教育内容についてトレーニングを受けた学校
の教師がこのプログラムを実施し、その効果につ
いて評価した長期的調査が実施された。その結果、

１．言葉による恋人からの暴力の減少、２．不道
徳・不適切な男女関係を持つという考えを持つ高
校生の減少、３．問題の対処法を上達させるとい
う3つの項目で、効果があったことが実証されてい
る。上記プログラムは、「内省」をすることに重き
を置き、如何に自分の過去が現在の自分に影響を
及ぼしているのか理解を深め、現在の自分の考え
方や行いが如何に未来の自分の人生をつくるか考
え、望ましいパートナーの選び方、健全なパート
ナーとの関係性について考えさせる機会を与える

（Ponzetti, Jr., 2016）。この恋愛教育プログラムの
具体的な学習内容は主に6つの項目から構成され
ている。(表1．参照)

表１．Love Notes 3.0と小学生に求められる学習内容

Love Notes.3.0 学習内容 小学生に求められる学習内
容

①自分を知る・自尊感情を
高める(過去・現在を客観的
に捉え、理想の未来像を描
くための方法)

1.望ましい異性・人とのかか
わり方/男女が付き合う上
で気を付けること

②健全・不健全な恋愛の見
分け方、望ましいパート
ナーとの関係の在り方につ
いて・適切なパートナーの
選び方

③コミュニケーションの方
法を含むパートナー・その
他の人間関係の築き方・別
れ方に必要な知識やスキル

④性について（性規範、性
行為の危険性とメリット、
性行為を実行する際の心構
え）

２.性にかかわる問題

⑤若くして子どもを持った
親のための ｢親教育｣

⑥恋愛・性に関するテクノ
ロジーとバーチャルリアリ
ティーの適切な活用法

3.SNS・ソーシャルメディア
利用上のトラブル防止

　上記表１．に示されている通り、このプログラ
ムの学習内容は、先に述べた日本の小学生が抱え
る恋愛に関する課題について対応している。また、
このプログラムは、各項目においてパワーポイン
ト、ワークブック、ゲーム、DVD、動画など様々
な教材を活用し、学習者が主体的に学べるように
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構成されている。特に、表1.に示した学習内容の
6．テクノロジーとソーシャルメディアでは、主に
スマートフォンなどを介してインターネットから
得られる情報やSNSなどが人に及ぼす影響、危険
性、適切な活用方法、具体的な問題の対処法につ
いて学習できる（Pearson, 2018）。
　上記恋愛教育プログラムLove Notes 3.0 のイン
ストラクターマニュアルに掲載されているSNSの
正しい活用法についての学習内容の一部を要約し
たものを以下に示す：
Sexting(性的なテキストメッセージまたは写真を
携帯電話間で送る行為)とソーシャルメディア―
どんな危険があるのか？
考えられる危険性：
１．「プライバシーは守られる」はウソ！一度ソー
シャルメディアを通して何かをしたら、それは永
久に消えることはない。
２．一度あなたの写真や動画を、ソーシャルメディ
アなどを通して送ったら、あなたはそれをどんな
風に使われるかコントロールできない。
３．スナップチャット（一度閲覧すると最長10秒
で消滅する写真や動画を送ることができる無料ア
プリ）は、10秒でその画像が消えるため安全だと
思われているが、明確な性的画像を不特定多数に
開示する媒介となっている。
＊悪質な人が、被害者に性的画像を送らせようと
してプレッシャーを与えるためによく使うメッ
セージの例：
⃝　いつ会いに来てくれるの？君の唇が恋しい
⃝　僕は君に会いたくて仕方がない
⃝　僕が君の何を見たいのかわかっているよね
⃝　それは、僕が見たいものじゃないんだ
上記のような悪質なメッセージに対する対応する
ためには、前もって返事を用意しておくとよい。
返答の仕方の例：
⃝　時間の無駄遣いはやめようよ。2000回あなた

が同じことをお願いしてきても、答えはNO
だから！

⃝　じゃあ、あなたの写真を送ってよ。そしたら
その写真を友達と共有して、ウィルスに感染

させてばら撒くから。それで、どんな反応が
来るか見てからにするわ。

（自分で対応できないときは、必ず親や学校の教師
など信頼できる大人に相談することが重要）

　先に述べたように、日本の小学生たちの置かれ
た状況を鑑みると、小学校において教師が児童に
対して、異性との交際、その他の人間関係におい
て相手を尊重する気持ち、コミュニケーションス
キルなどの良好な恋愛・人間関係を築くための知
識やスキルなど指導することが望まれる。しかし、
SNS上の性や男女交際についての問題点だけを取
り上げ「性・恋愛・男女関係を危険なもの」とし
て扱う教育を施すことは、子どもたちがそれらの
ついて過剰に否定的なイメージを抱かせる可能性
がある。このことから、「男女関係・恋愛」を多角
的にとらえ、その素晴らしさや、重要性を正しく
理解したうえで、自分の身を守る手段として、上
記の内容を含む「恋愛教育」を実施することが必
要である。その教育を実現するための第一段階と
して、小学校教師を目指す大学生自身が、望まし
い恋愛・性にかかわる諸問題及びソーシャルメ
ディアの危険から身を守るために必要な知識やス
キルを学べる、教育教材の開発が求められる。

２．研究の目的
　本研究は、小学校教師を目指す大学生のための

「恋愛教育」教材の開発を目指し、その第一段階と
して以下のことを目的とする。
　小学校教師を目指す大学生を対象として、自ら
が大学で「恋愛教育」を学ぶこと、及び、小学校
で「恋愛教育」を実施すること、に関する意識と
ニーズを明らかにすること。

３．研究の方法
調査対象者・調査時期：本研究は、I大学の教育
学部小学校教員養成課程に在籍、かつ、又は小学
校の「家庭科教育法」にかかわる授業を履修して
いる第2-4学年の学生　　65名（男子=18名、女子
=47名）年齢（年齢幅：19-23歳、平均：全体=20.6
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歳、男子=20.6歳、女子=20.6歳）を対象とした無
記名のアンケート調査を実施した。調査時期は
2020年12月。
調査内容：調査項目は属性、大学で恋愛教育を受
けることに対する意識、恋愛教育を小・中高校で
実施することに対する意識（本研究では小学校に
関するデータのみを使用）、小学校教師になった時
の恋愛教育の実施に関する質問などの19項目

（表2．参照）
分析方法：表2．に示した質問項目を含む調査票に
よるアンケート結 果 は、 統 計 分 析ソフトSPSS 
(version27)を使用し解析した。

表2．質問項目

質問項目

属性：1.学年2.年齢3.性別4.専攻コース　5．専門教科

大学における恋愛教育：6.大学の恋愛講座の受講希望　7.大
学の恋愛教育の希望教育内容8.大学の恋愛教育を受講を希
望しない理由

9．小・中・高校生のSNS被害の認知度

10．小中高性に対するSNSに関する正しい利用法を含む恋愛
教育の必要性

11．小中高校で恋愛教育を実施する教科

12-14． 小・ 中・ 高 学 校 の 恋 愛 教 育 の 学 習 内 容 参 考：
Relationship Love Notes 3.0 (age 16-24)(Marline E. 
Pearson,2018）

15．小学校教師になった時恋愛教育の実施希望

16．小学校で恋愛教育を実施したくない 理由

17．小学校の恋愛教育の実施方法

18．小学校と家庭における恋愛教育の役割分担

19．家庭科教育法で恋愛教育を学ぶことの考え

４．結果
１．小学生に対するSNS・恋愛教育の意識

（１）小中高生のSNS被害増加についての認知度
　小・中・高校生のSNSにかかわる男女関係から
生じる被害の増加していることについて「聞いた
ことがある」と回答したのは、調査参加者65名中
39名（60％）、22名（33.8％）が「なんとなく聞い
たことがある」と回答し、全体の9割強の者が、小
中高生がSNSを通した男女関係から生じる性被害
にあっていることを認識していた。（表3．参照）

表3．小中高生SNS被害認知度

　 全体
(n=65)

男性
(n=18)

女性
(n=47)

聞いたことがある 39(60%) 11(61.1%) 28(59.6%)

なんとなく聞いた 22(33.8%) 7(38.9%) 15(31.9%)

あまり聞いたこと
がない

4(6.2%) 0(0%) 4(8.5%)

全く聞いたことが
ない

0(0%) 0(0%) 0(0%)

合計 65(100%) 18(100%) 47(100%)

（２）小学生の恋愛教育に対する意識
「恋愛教育の必要性」：小学校において、SNSに関
する正しい利用法を含む「恋愛教育」を実施する
必要性があるかという問いに対して、全調査参加
者65名中39名（60％）が必要であると回答してい
た。また、男女別にみると、調査に参加した男子
18名中10名（55.6％）、女子47名中29名（61.7％）
が必要であると回答していた。（表4．参照）
　この結果から、男女ともに過半数の者が小学校
において、SNSに関する正しい利用法を含む「恋
愛教育」を実施することに対して、肯定的にとら
えていることが明らかになった。

表4．小学生の恋愛教育の必要性

　 全体(n=65) 男性(n=18) 女性(n=47)

必要 39(60%) 10(55.6%) 29(61.7%)

不必要 26(40%v 8(44.4%) 18(38.3%)

合計 65(100%) 18(100%) 47(100%)

「恋愛教育を学ぶ教科」：小学校における「家庭科」
「道徳」「保健体育」各々の教科が「恋愛教育」を
学ぶ適切な教科として適切かどうかという問い

（複数回答可）に対し最も多くのもの調査参加者65
名中26名（40％）、男子18名中8名（44.4％）、女子
47名中18名（38.8％）が「道徳」を適切であると
報告していた。次いで「保健体育」を適切である
としていたのは、全体65名中22名（33.8％）、男子
18名中5名（27.8％）、女子47名中17名（36.2％）で
あった。「家庭科」が適切であるとしていたのは、
全体65名中18名（27.7％）、男子18名中8名（44.4％）、

小学校教員を目指す大学生の「小学校家庭科におけるSNSの正しい利用法を含む恋愛教育実践」に対する意識とニーズ
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女子47名中10名（21.3％）であった。
　上記の結果から、「恋愛教育」は全体として「道
徳」の中で扱うことを適当と考える傾向があり、
男子は「家庭科」、女子は「保健体育」において

「恋愛教育」を実施することが適切であると捉えて
いる傾向がみられた。（表5. 参照）

表5．小学生において恋愛教育を実施する教科

　 全体(n=65) 男性(n=18) 女性(n=47)

道徳 26(40%) 8(44.4%) 18(38.8%)

保健体育 22(33.8%) 5(27.8%) 17(36.2%)

家庭科 18(27.7%) 8(44.4%) 10(21.3%)

「恋愛教育で学ぶ内容」：「恋愛教育」として学ぶ内
容として適切な学習内容（複数回答可）として、
調査参加者65名中40名（61.5％）、男子18名中11名

（61.1％）、女子47名中29名（61.7％）と、男女共6
割を超えるものがSNS・バーチャル恋愛の危険性
を選択していた。次いで、全体の65名中28名

（43.1％）で、男子18名中10名（55.6％）が「コミュ
ニケーションスキル」を選択していた。その一方、
女子は「自尊感情の高め方」を47名中20名（42.6％）
の者が選択し、二番目に多かった。全体の65名中
25名（38.5％）が「自尊感情の高め方」を選択し
ており3番目に多かった。男女別に3番目に多かっ
た項目をみると、男子については、18名中6名

（33.3％）が「信頼関係の深め方」「適切な恋人選
び方」を選び、女子は47名中18名（38.3%）の者が

「コミュニケーションスキルの習得」を選択してい
た。
　以上の結果から、「恋愛教育」の学習内容として
男女とも6割強の者が「SNSに関わる諸問題につい
て学ぶこと」がふさわしいと捉え、特に男子は「コ
ミュニケーションスキル」、女子は「自尊感情の高
め方」を重視する傾向がみられた。その一方で、

「性的な関係を持つ際の心構え」、「不健全な関係の
断ち切り方」などの項目については、小学生の「恋
愛教育」の学習内容として選択しているものは、
男女共に少数派であった。（表6.参照）

表6．小学校の恋愛教育の学習内容ランキング

学習内容 順
位

全体
(n=65 )

順
位

男性
(n=18)

順
位

女性
(n=47)

SNS 1 40
(61.5%)

1 11
(61.1%)

1 29
(61.7%)

コミュスキ
ル

2 28
(43.1%)

2 10
(55.6%)

3 18
(38.3%)

自尊感情 3 25
(38.5%)

4 5
(27.8%)

2 20
(42.6)

信頼関係 4 22
(33.8%)

3 6
(33.3%)

4 16
(34.0%)

不健全恋愛 5 10
(15.4%)

5 3
(16.7%)

5 7
(14.9%)

恋人選び 6 9
(13.8%)

3 6
(33.3%)

7 3
(6.4%)

性的関係 7 7
(10.8%)

5 3(16.7%) 6 4
(8.5%)

問題解決法 8 5
(7.7%)

6 2
(11.1%)

7 3
(6.4%)

その他 9 0
(0%)

7 0
(0%)

8 0
(0%)

　上記結果から、男女とも過半数の者が「SNS/
バーチャル恋愛の危険性」という項目を小学生が
学ぶべき恋愛教育の内容として捉えているが、性
被害に関わる項目である「性的な関係を持つ際の
心構え」「不健全な関係の断ち切り方」は小学生が
学ぶべき学習内容として捉えていない傾向がある
ことが明らかになった。

「小学校で恋愛教育を実施したいか？」：本調査参
加者は教育学部の小学校教員養成課程に在籍して
いる、又は小学校教員免許を取得することを目標
としている学生であることから将来「小学校教師
になった時、授業の中でSNSに関する正しい利用
方法を含む恋愛教育を実施したいか」という質問
を実施した。その結果、調査参加者65名中５名が

（7.7％）「とても思う」、36名（55.4％）が「少し思
う」と回答しており、全体の6割強の者が「恋愛教
育」を小学校で実施することに対して肯定的に捉
えていた。また、男女別でみると、男子18名中２
名（11.1％）が「とても思う」、６名（33.3％）が

「少し思う」と回答しており、男子全体では4割強
の者、女子は、47名中３名（6.4％）が「とても思

泉　光世
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う」、30名（63.8％）が「少し思う」と回答してお
り、女子全体の約７割の者が小学校で「恋愛教育」
を実施することに肯定的な意思を示していた。こ
のことから、特に女子の方がその傾向が強いこと
が明らかになった。（グラフ1．参照）
 

グラフ1．小学校において恋愛教育実施の希望の有無

恋愛教育の実施方法：「小学校で恋愛教育を実施す
るとしたらどのような形式で実施するか」という
質問に対して、調査参加者全体の59名中45名

（76.3％）、男子15名中11名（73.3％）、女子44名中
34名（77.3％）が「外部から恋愛・性教育などの
専門家を招いてゲストティーチャーとして講義を
してもらう」という形式を選択していた。次に多
く選択されていたのが、「専門家の作った既成マ
ニュアルや教材に自分の考えや自作の教材を織り
交 ぜ な が ら 教 え る 」 で、 全 体 の59名 中 ７ 名

 

グラフ 1．小学校において恋愛教育実施の希望の有無 
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（11.9％）、男子15名中３名（20.0％）、女子44名中
４名（9.1％）が選択していた。（グラフ2．参照）

　この結果から、小学校で教師になり、実際に「恋
愛教育」の実施方法として、自分で教えるという
主体的な指導方法を選ぶ者は少数派であることが
明らかになった。

「恋愛教育」実施拒否理由：次に、小学校教師に
なった時に、SNSに関する正しい利用法を含む「恋
愛教育」を実施したいと思わないと回答したもの
65名中25名に対してその理由を訊ねると（複数回
答可）、７名（28.0％）の者が「小学生に「恋愛教
育」は時期が早いと思う」、10名（40.0％）の者が

「何をどんな風に教えたらよいかわからない」、12
名（48.0％）の者が「恋愛教育に対してイメージ
がわかない」と回答していた。この結果から、小
学校で上記に示した「恋愛教育」を実施したいと
思わない理由として、約４割の者が、自分自身が
児童に対して何を教えればよいのか、その教え方
がわからず、約半数の者が「恋愛教育」自体がど
のようなものであるのかが理解できないことが原
因で、実施することを拒んでいることが明らかに
なった。（グラフ3．参照）

グラフ3．恋愛教育獅子拒否理由

児童に対する恋愛教育実施場所：SNSに関する正
しい利用法を含む「恋愛教育」を学校と家庭のど
ちらが児童に教える方がよいと思うかという問い
に対して、調査参加者63名中37名（56.9％）、男子
17名中9名（52.9％）、女子46名中28名（60.9％）が
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「家庭と連携して学校と家庭の両方で相談しなが
ら、内容によって学校と家庭で教えることを役割
分担するのがよいと思う」という項目を選択して
いた。また、「主に家庭で教えて、学校では補助的
に教えるのがよいと思う」「主に学校で教えて家庭
では補助的に教えるのがよいと思う」という二つ
の項目について、各々同数である63名中８名

（12.7％）の者が選択しており、意見が二分化され
て い た。 男 女 別 に み る と 男 子17名 中 の ４ 名

（23.5％）が「主に家庭」を選択し、１名（5.9％）
が「主に学校」を選択し、女子46名中４名（8.7％）
が「主に家庭」、７名（15.2％）が「主に学校」を
選択していた。加えて、「全て学校」という項目を
選択した男子はおらず、その一方で、女子46名中
３名（6.5％）は「全て学校」を選択していた。こ
の結果から、女子の方が「恋愛教育」を児童に実
施する場所として学校を選ぶ傾向がみられること
が明らかになった。（グラフ４参照）  

 

グラフ４．小学生に対する恋愛教育実施場所 
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 「小学校家庭科教育法の一環として恋愛教育を学
ぶことに対する意見」：小学校教師を目指す大学生
が、大学で家庭教育法の一環としてSNSに関する
正しい利用法を含む「恋愛教育」を学ぶことにつ
いてどう思うかという質問に対して、調査参加者
63名中40名（63.5％）が「どちらかといえば賛成」、
20名（31.7％）が「大いに賛成」と回答していた。
男女別にみると、男子17名中11名（64.7％）が「ど
ちらかといえば賛成」、６名（35.3％）が「大いに
賛成」と回答し、回答者全員が、家庭科教育法の
中で恋愛教育を実施することに賛成していた。女
子46名中29名（63.0％）の者が「どちらかといえ
ば賛成」、14名（30.4％）の者が「大いに賛成」と
回答し9割強の者が賛成している一方で、３名

（6.5%）の者は「どちらかといえば反対」と回答し

グラフ４．小学生に対する恋愛教育実施場所
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ていた。
　上記結果から、調査参加者の大多数の者が、大
学における小学校の家庭科教育法の一環として恋
愛教育を実施することに対して肯定的にとらえて
いることが明らかになった。（グラフ５．参照）

５．総括
１． 調査結果のまとめ

（１）小中高生のSNSを通した性被害の増加に対す
る認識
　全体の約９割の者が、小中高生のSNSを通した
男女関係から生じる性被害が増加傾向にあること
を認識していた。

（２）小学校における「恋愛教育」の必要性
　小学校において、SNSに関する正しい利用法を
含む「恋愛教育」を実施する必要性があると回答
していた者は全体の約6割を占めていた。

（３）小学校で「恋愛教育」を実施する教科
　SNSに関する正しい利用法を含む「恋愛教育」
を小学校で学ぶ際に適した教科として「道徳」が
適切と回答した者が全体の約4割を占め、最も多
かった。次いで「保健体育」、「家庭科」と続き、

「恋愛教育」を家庭科という教科の中で教えること
に対する意識は低いことが明らかになった。

（４）小学校における「恋愛教育」の学習内容
　小学校における「恋愛教育」の学習内容として、
調査参加者の最も多くの約６割が「SNS/バーチャ
ル恋愛の危険性」という項目を選択していた。男
子学生は「コミュニケーションスキル」、女子学生
は「自尊感情の高め方」を次に多くの者が選択し
ていた。しかし、小学生を性被害から守るための
知識やスキルが学べる「性的な関係を持つ際の心
構え」や「不健全な関係の断ち切り方」などの項
目については、男女とも「SNS/バーチャル恋愛の
危険性」ほど、小学生にとって重要な学習内容と
して捉えられていなかった。

（５）小学校で「恋愛教育」を実施すること
　全体の約６割強の者が小学校教師になった時、
授業の中でSNSに関する正しい利用法を含む「恋
愛教育」を実施することに肯定的であった。

（６）「小学校の「恋愛教育」実施を拒否する理由
　小学校で「恋愛教育」を実施したいと思わない
約半数が「恋愛教育に対してイメージがわかな
い」、約４割が「何をどんな風に教えたらよいのか
わからない」と回答していた。

（７）「恋愛教育」の実施方法
　小学校で「恋愛教育」を実施する際に全体の約
７割の者が「外部から恋愛・性教育」などの専門
家を招いてゲストティーチャーとして講義をして
もらう」形式を選択し、自ら授業を行う形式を選
択するものは少数であった。

（８）児童に対する恋愛教育実施場所
　SNSに関する正しい利用法を含む「恋愛教育」
を行うのは、全体の約６割弱の者が「家庭と連携
して学校と家庭の両方で相談しながら内容によっ
て学校と家庭で教えることを役割分担するのがよ
い」と回答していた。また女子の方が「恋愛教育」
を児童に実施する場所として学校を選ぶ傾向がみ
られた。 

（９）「小学校家庭科教育法」の一環として「恋愛
教育を学ぶことについて
　大多数の者が大学の小学校の家庭科教育法の授
業で「恋愛教育」を学ぶことについて学ぶことに
対して賛同していた。

２．今後の課題・示唆
　本研究の調査結果から、大半の大学生が小中高
生のSNSを介した性被害が増加していることを認
識し、小学校教師を目指す大学生が大学で家庭科
教育法の一環としてSNSに関する正しい利用方法
を含む「恋愛教育」を学ぶことに肯定的な意見を
持っていることが明らかになった。しかし、小学
校における「恋愛教育」の学習内容として「SNS/
バーチャル恋愛の危険性」について学ぶことを選
んだものが最も多かった一方で、「性的な関係を持
つ際の心構え」「不健全な関係の断ち切り方」など
を選択したものは少数であった。このことは大学
生が、小学生が曝されている「性被害」の具体的
な被害の内容や対応策に対する理解や知識が不足
しているためではないかと考えられる。このこと

小学校教員を目指す大学生の「小学校家庭科におけるSNSの正しい利用法を含む恋愛教育実践」に対する意識とニーズ
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は、小学校教師を目指す大学生自身が、SNS/バー
チャル恋愛の危険性という項目だけではなく、

「性」や「恋愛」を精神的、身体的、社会的視点な
どから多角的に捉え、「健全な恋愛や性」について
の正しい知識を学び、自分の身を守ること、加害
者にならないことの重要性について学ぶ必要があ
ることを示唆している。また、将来小学校教師に
なった時に自分が恋愛教育を実施することに対し
て肯定的にとらえているものは男女共に約6割し
かいなかった。また、小学校で「恋愛教育」を実
施したくないと回答したものに、その理由を訊ね
ると「恋愛教育のイメージがわかない」、「何をど
んな風に教えればよいのかわからない」というこ
とが挙げていた。加えて、小学校教師になった時
に上記「恋愛教育」を実施する際の実施方法とし
て、約７割の者が「外部から恋愛・性教育などの
専門家を招いてゲストティーチャーとして講義を
してもらう」という形式を選択し、大半のものが
自分で考えた教材などを使って教えることを避け
る傾向が見られた。実際、日本の学校では ｢性教
育」という分野において、専門的知識を得られる
などの理由から、外部講師による講演会などが効
果的とされている。しかし、学校側と外部講師と
の間で、扱う内容などに対する意見の相違などが
生じるなどの問題が多く生じているという報告も
ある（小川、2015）。このことから、教師自身がこ
れらの教育内容について児童に直接指導できる、
指導力を身につけることが望まれる。上記のよう
に、本研究ではSNSの正しい利用法を含む恋愛教
育について、自らが直接教えることに対して「自
信」が持てない小学校教師を目指す大学生の姿が
浮き彫りになった。このような結果が得られた背
景として、実際に小学校教師を目指す大学生自身
が、SNSを正しく利用する方法を含む男女関係の
在り方、性にかかわる問題など正しい知識やスキ
ルを学ぶ機会が与えられていないことが推測でき
る。以上のことより、教師を目指す大学生が、多
角的に恋愛を捉えた「恋愛教育」を学ぶことの必
要性が示唆された。
　本研究の調査結果から、小学校におけるSNSに

関する正しい利用法を含む「恋愛教育」を実施す
る教科としては「道徳」が適切であると回答した
ものが最も多く、次いで「保健体育」、最後に「家
庭科」であった。小学校学習指導要領家庭科編（文
部科学省a、2017年）では、小学校家庭科の目標と
して、家族や家庭生活、衣食住、消費生活・環境
など日常生活の基礎的な理解と、それにかかわる
技能を身に付け、加えて、家庭生活を大切にする
心情を育み、家族や地域の人たちとのかかわりを
考え、家族の一員として生活をよりよくしようと
する態度を養うと述べられている。又、男女関係
及び性に関わる問題などを含む恋愛関係について
学ぶことは、将来子どもが「自分で作る家族」及
び、全ての人間関係に大きな影響を及ぼすことが
報告されていることから（Pearson, 2018 ）、小学
校の家庭科の男女関係の在り方について「家族・
家庭生活」領域で学習することが望ましいと考え
られる。さらに大竹、鈴木、綿引（2018）が示唆
しているように、児童を、SNSを介した性被害か
ら守るため、小学校家庭科の「消費生活と環境」
に関する領域において、小学生にインターネット、
及びSNSの適切な利用法などについて指導するこ
とが求められる。しかし、上記のように、本研究
の調査結果では、多くの大学生たちが「恋愛教育」
を「道徳」の授業で扱うことが望ましいと捉えて
いた。これは、「恋愛教育」を「情意的な問題を扱
う教育」として捉えていると考えられる。本稿で
紹介した「恋愛教育」は学習者に対して、恋愛を
する際の信念や価値観、基本的考え方を提示して
おり、その点については小学校学習指導要領（道
徳編）（文部科学省b、2017）で述べられているよ
うに物事の善悪や、判断力を養うことを目標とす
る「道徳的要素」が強いと考えられる。しかし、
恋愛教育のコンセプトの中の、恋愛をする際に必
要となる具体的な知識などの資源やスキルを習得
することができる点については、上記に示した小
学校家庭科の学習指導要領の目標の一部として提
示されている基礎的な理解と、それに関わる技能
を身に付けることに相当している。一方で、SNS
の正しい利用法を含む「恋愛教育」では、性に関

泉　光世
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わる問題も扱うことから、成長に従って変化する
体の変化や、生殖器官やその機能や役割、心や体
に及ぼす影響などについては、小学校学習指導要
領「体育」で扱う学習内容に値している（文部科
学省c、2017）。
　以上のことから、大学の教員養成課程の教育内
容として、「恋愛教育」を小学校教員養成課程の家
庭科教育に関わる教科だけで扱うのではなく、学
習指導要領に書かれている教科の特性や学習目標
等を考慮したうえで、「道徳」「保健体育」などの
他教科との連携・協力を図り、それぞれの教科で
学習内容について役割分担し学生が総合的に学べ
るような大学のカリキュラム・及び学習内容につ
いて検討していくことが求められる。
　また、児童が上記に示した「恋愛教育」を学ぶ
場として、学校及び家庭が役割分担をし、それぞ
れに適した教育内容を実施することが望ましいと
考える学生が大半を占めていた。このことから、
実際に教師になった時に、児童に男女関係・性に
ついて、及びSNSの正し活用法について、学校教
育だけではなく家庭との連携・協力の在り方につ
いて、学生が考え、学べるような指導内容につい
て検討する必要があることが示唆された。
　以上のことから、日本の小学校教師を目指す大
学生が、教育現場で児童にSNSの正しい利用法を
含む男女関係の在り方、性に関する問題など包括
的恋愛教育を系統的に指導することを見据え、効
率的・効果的に学ぶことのできる大学生のための
教育教材の開発が求められる。
　そのためには、先に紹介した米国の「恋愛教育
プログラム」Love Notes3.0等を参考にし、小学生
を持つ親、小学生、小学校教員、関連する科目を
担当する大学教員、大学生、恋愛・性を専門とす
る研究者・カウンセラー、及び警察などのSNSに
関する犯罪に詳しい専門家等及びすべての関係者
の知見を踏まえて、教育教材の開発・実践・教育
効果に関する評価を、長期的継続的に重ねていく
ことが望まれる。
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